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アコヤガイの赤変化を伴う疾病の軽減について（２） 

（抑制貝に対する冬季低水温飼育の効果） 
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平成８年から全国の真珠および母貝養殖場で，

貝柱の赤変化を伴うアコヤガイの大量へい死が

発生し，真珠業界にとって深刻な問題となってい

ます。この問題については国・県等の関係機関が

連携して原因究明と対策に取り組んでおり，現在

までのところ，原因は０．４５ミクロン以下の大

きさの病原体による感染症（病原体の特定までに

は至っていません）で，その対策としては冬季の

低水温飼育が有効であると考えられています。 
総合水産試験場でも被害の軽減を目的に，飼育

管理方法の開発，感染症に強い種苗の作出等の試

験に取り組んでいます。飼育管理面の試験では一

定の成果がみられており，母貝に対する冬季低水

温飼育の効果ついては，本誌の平成１２年６月号

で紹介しました。今回は抑制貝に対する冬季低水

温飼育の効果について紹介します。 
 
試験の方法 

試験は，上五島の養殖漁場で飼育し，平成１２

年１１月中旬から抑制中の母貝（抑制貝）を用い，

３つの試験区を設定して行いました。試験区は，

１つを対照区として上五島の養殖漁場（冬季の最

低水温が約１５℃の漁場）でそのまま抑制飼育し，

残り２つを低水温試験区として，冬季に水温が１

３℃以下になる大村湾の湾口近くの養殖漁場（冬

季の最低水温が約１０℃の漁場）で１月上旬から

抑制飼育しました。低水温飼育は１３℃と飼育水

温（原則として午前１０時の水温）の差を毎日積

算した積算水温が１００℃（２月下旬までの約２

ヶ月間）を１区，５０℃（２月上旬までの約１ヶ

月間）を２区とし，それぞれ積算水温に達した後，

対照区のある上五島の養殖漁場に輸送しました。

その後，５月に挿核し，約１ヶ月間の養生後，Ｘ

線検査により，真珠核が確認された貝を沖出しし

ました。調査は，平成１３年６月～平成１４年１

月まで行い，原則として毎月１回，各試験区につ

いて，３０貝を測定や分析に用いるとともに３０

０貝（生残率調査用貝）のへい死数を調べました。 
調査した項目は，成長（殻長・全重量），生残

率，貝柱のグリコーゲン含量と赤変度，真珠径等

です。グリコーゲン含量は貝の栄養状態を示すも

ので，多いほど栄養状態が良いことになります。

また，赤変度はａ値という値で表され，この値が

大きいほど赤変の度合が大きいことになります。 
 
試験の結果 

まず，抑制・低水温飼育から養生・沖出しまで

の各過程における生残数，挿核貝数等について紹

介します（表１）。低水温試験区は対照区に比べ

て，抑制後の生残率が１．９～７．５％低く，低

水温飼育による影響が僅かにみられました。しか

し，抑制後の挿核に適した貝の割合（Ｂ／Ａ）は

大きな差はなかったものの，沖出し時の挿核貝に

対する真珠核確認貝の割合(Ｃ／Ｂ)が６．１～１
２％高く，供試貝から真珠核確認貝までの割合で

は３．２～４．２％高くなり，沖出しまででは低

水温飼育の効果が僅かにみられる結果となりま

した。 

 

表１ 抑制・低水温飼育から養生・沖出しまでの

各過程における生残、挿核貝数等について 



次に沖出し後の状況について紹介します。 
 成長は図１．２に示したとおり，８月まで試

験区間による差はみられませんでしたが，９月以

降，低水温試験区が対照区に比べて大きくなりま

した。 

 

図１ 各試験区の殻長の変化 

 

 

図２ 各試験区の全重量の変化 

 

 

図３ 各試験区の閉殻筋 a 値の変化 

 

 

図４ 各試験区の生残率の推移 

 

図５ 各試験区の貝柱グリコーゲン含量の変化 

 

図６ 各試験区の真珠径の推移 

 

図７ 各試験区の商品真珠における 

真珠径の割合 

 

貝柱の赤変度(ａ値)は図３に示したとおり，対
照区が９月から上昇したのに対して低水温試験

区では１０月から上昇ました。その後，大きな変

化はなく，低水温試験区が対照区に比べて低めに

推移し，低水温試験区では１区がやや低めでした。 
生残率の推移は図４に示したとおり，低水温試

験区では対照区に比べて飼育期間中のへい死が

少なく，試験終了時の生残率は９．２～１３．３％

高い結果となりました。 
貝柱のグリコーゲン含量の変化は図５に示し

たとおり，６～１０月まで試験区による差はあり

ませんでしたが，１１～１２月には低水温試験区

は対照区に比べて高い傾向にありました。 



真珠径の推移は図６に示したとおり，６～８月

まで試験区による差はありませんでしたが，９月

以降，低水温試験区が対照区に比べて，やや大き

い傾向を示しました。 
１月の試験終了時に，各試験区の１００貝につ

いて，商品真珠の個数を調べた結果，対照区で６

８個，１区で７９個，２区で７６個と低水温試験

区がやや多く，また，図７に示したとおり，商品

真珠における真珠径の割合についても，低水温試

験区が対照区に比べて，７．０以上の割合が８．

２～１２．４％高い結果となりました。 
以上の結果から，冬季に１３℃以下になる漁場

で抑制飼育したアコヤガイは，抑制後の生残率で

は低水温飼育の影響が僅かにみられたものの，冬

季の最低水温が約１５℃の漁場で飼育したアコ

ヤガイに比べて，沖出し時における挿核貝の使用

率が高く，抑制から養生・沖出しまでの使用率も

やや高くなりました。その後の飼育でも，赤変化

が遅れ，成長，生残率と貝柱のグリコーゲン含量

が高く，真珠の品質についても商品個数が多く，

真珠径もやや大きい傾向にありました。 
また，低水温飼育の期間については，２ヶ月程

度（１区）が１ヶ月程度（２区）に比べて，抑制

から養生・沖出しまでの使用率では大きな差はな 
く，挿核後の飼育でも成長に差がみられないもの

の，生残率がやや高く，真珠の商品個数も若干多 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く，真珠径もやや大きい傾向を示し，２ヶ月程度

の冬季低水温飼育の方がより効果がある結果と

なりました。 
しかし，１ヶ月程度の冬季低水温飼育でもある

程度の効果があることから，さらに検討していく

ことにしております。 
これまでの試験結果から，母貝と抑制貝に対す

る冬季低水温飼育の有効性が確認されました。し

かし，アコヤガイの生息可能な最低水温は１０℃

ともいわれており，低水温下で長期間飼育した場

合，春先にへい死が増加する恐れもあります。そ

のため，冬季に低水温飼育をする場合，貝の栄養

状態，低水温飼育漁場の環境特性，水温変化など

を考慮しつつ，飼育管理を行うことが大切です。 
今後，挿核貝を用いた低水温飼育試験を行い，

産出した商品真珠の品質も含めて，挿核貝に対す

る冬季低水温飼育の効果について検討し，真珠養

殖過程全般での冬季低水温飼育の有効性を確認

したいと考えています。  
最後になりましたが本試験を行うにあたり，

種々の御支援をいただいた真珠養殖漁業協同組

合の方々に感謝申し上げます。   
  
 
 

（担当 岩永俊介） 


